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無所属、、、いちみかつゆき、、、、ひたむきに　ふるさとみえのために、、、、、
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
県民の命を守り、、、、三重の未来を拓く
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
三重県知事に就任して、約３年11ヵ月、うまれそだった大切な「ふるさと三重」のために、そして大事な「どうほう、三重県の人たち」のために、一心不乱に全身全霊
で知事の仕事に取り組んできました。

、、、最初はコロナ感染で大変な時期でした。県民の皆さんや医療関係者のご協力で、、なんとかコロナを乗り越えることが出来ました。
その後、国で働いた経験と人脈を活かして、三重県の人々の安全を守り、三重県を発展させるために、防災、医療政策、子ども政策、産業政策、観光政策、農林水産政策、
交通・資本整備政策、文化政策などに取り組んできました。
人口減少対策や人材確保対策では、全国知事会議などで、たけん知事をリードし、国に提言をおこなってきました。また、三重県民の安全・安心と尊厳を守る条例の制
定等にも力を尽くしました。
形が見えてきた施策もありますし、道半ばの施策もあります。今、みえ県民の安全・安心を中途半端なままとし、また、三重県の発展をとめるわけにはいきません。
、、、三重県にうまれそだったものとして、国に人脈とパイプを有する者として、まなじりを決して、知事選に臨む決断をしました。三重県のどうほうの皆さんのご理解
をお願いいたします、、、、、、
いちみかつゆき
、、、、、、、、、、、、、、
略歴、、、、、、1963年 三重県亀山市に生まれる、1981年 私立たかだ高校卒業、1986年 東京大学法学部卒業、運輸省（げん、こくどこうつうしょう）にゅうしょう、
1994年国際観光振興会パリ事務所次長、2006年 こくどこうつうしょう大臣秘書官（ふゆしばこくどこうつうだいじん）、2018年 海上保安庁次長、2019年 こくど
こうつうしょう自動車局長、2021年 三重県知事に就任
、、、、、
趣味、、、、、、山歩き、読書、絵画鑑賞
、、、、
今後よねんかんで実現するみえのすがた（主なもの）2025ねんから
、、、、 、、、、　   
1 、、、 県民の命と尊厳を守る
、、、、、、、、、、
1. 全ての県民の命を守るみえ、、、、、、
１.防災、、、
、、、災害関連死を防ぐための、、しまち避難所のプライバシー確保・滞在性向上（防災・減災総合補助金の拡充）、など
２.医療・介護
、、、地域医療を守る観点から、医師、看護師、薬剤師、介護士確保のための計画を見直し、地域偏在の是正も含めた施策を推進
、、、口腔衛生を推進するため、歯科診療車両も活用しつつ、在宅医療体制を整備、など、、、、、、
２.子ども第一のみえ、、、
１.子ども施策、、、
、、、「みえ子ども・子育て応援総合補助金」による好事例の横展開の実施と支援の強化（保育士確保策の支援）
、、、5歳児検診又はこれに相当する検診の実施のためのしまちの支援
、、、学校給食における、ちさんちしょう実施のための支援、など
２.教育、、、、
、、、「いじめ対策」のための「学校ADR（裁判手続きによらない紛争解決手続）の設置、など
、、、、、、、、、、
２、、、  三重の未来を拓く、、、
３.産業で発展するみえ、、、
、、、米国関税措置等の状況変化に対応するための中小企業支援策の実施
、、、新みえゼロエミッション化計画（洋上風力発電ウインドファームのフィージビリティスタディ、ペロブスカイト発電の社会実装等）の着実な推進
、、、みえの未来農業ビジョン（仮称）の策定に向けた農業懇話会での議論の実施（米づくり、伊勢茶、柑橘、畜産、園芸作物など）
、、、気候変動に対応したうましうみ 水産ビジョン（仮称）の策定、など
、、、、、
４.観光りっけんを実現するみえ、、、
、、、データに基づいた「インバウンド誘客計画（仮称）の策定
、、、観光インフラ整備の一層の推進（観光地の整備、宿泊施設の整備と高付加価値化、２次交通の整備）、など
、、、、、
５.公共交通・社会資本の充実を目指すみえ、、、
、、、災害から県民を守り、産業・観光の振興にも寄与する社会資本整備の確実な推進とそのための地域建設産業のたいおうりょくの強化
、、、高齢者や学生の移動を支援する県内公共ライドシェアの展開、、、（９自治体から15以上の自治体） 、など
、、、、、
6. 住みやすく、にぎわいのあるみえ、、、
、、、県民の尊厳を守るための実効性を伴った「カスタマーハラスメント防止条例」を制定
、、、県内外の企業と連携し、子ども達のための県内での美術品の展示を実施
、、、障がい者スポーツの普及を一層推進するとともに、県民の健康づくりを推進することにも資するスポーツの振興、きょうぎりょくの向上の推進、など
、、、、、
７.人口減少に挑み続けるみえ、、、
、、、「ジェンダーギャップ解消基本戦略（仮称）」を策定し、ジェンダーギャップ解消施策を推進
、、、三重県を県外等から応援する、、三重県サポーター（仮称）登録制度を発足させ、副業等による各自治体の支援を充実するとともに、都市部における移住セミナーを
開催、など
、、、、、
8. 主権者である県民ほんいの行政サービスが提供されるみえ、、、
、、、県民の意見を聴くための円卓対話の引き続きのじっし、など
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